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注 意 事 項

 試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

 問題冊子は，�ページ（表紙，白紙を除く）です。試験開始後，確認しなさい。

 解答は，別紙の解答用紙に記入しなさい。

 受験番号は，解答用紙の指定の欄に用紙ごとに正しく記入しなさい。

 試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁，解答用紙の汚れ等に気付

いた場合は，手を高く挙げて監督者に知らせなさい。

 問題は，� から � まで�問あります。すべてに解答しなさい。

 各問題とも必ず解答の過程を書き，結論を明示しなさい。

◇Ｍ３（６４８―８）



� a＞�とし，f（x）＝ log��x＋�x
２＋ a��とする。以下の各問に答えよ。ただ

し，対数は自然対数とする。

 すべての実数 xに対して，次の不等式が成り立つことを証明せよ。

x＋�x２＋ a＞�

 導関数 f′（x）を求めよ。

 関数 y＝ f（x）の増減，極値，グラフの凹凸，変曲点，極限 ���
����

f（x）およ

び ���
���

f（x）を調べよ。

 �＜ a＜�とする。座標平面上の曲線 y＝ f（x）と x軸および y軸で囲まれ

た図形の面積 S（a）を求めよ。また，次の�つの極限を求めよ。

���
����

S（a）， ���
�����

S（a）
（�－ a）２
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� iを虚数単位とし，複素数平面上の点 iを中心とする半径��の円を Cとす

る。以下の各問に答えよ。

 円 C上の点 zに対して，次の等式が成り立つことを証明せよ。

（z－ i）z＝�－ iz

ただし，zは zの共役複素数とする。

 点 zが円 C上にあるとき，点 �
z
も円 C上にあることを証明せよ。

 点 zは円 C上にあり，かつ実軸上および虚軸上にはないとする。このと

き，�点�，i，z， �
z
は同一円周上にあることを証明せよ。
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� A＝ cos π� cos
２π
� cos

４π
� ，B＝ sin

π

� sin
２π
� sin

４π
� とする。以下の各

問に答えよ。

 等式 AB＝ kBを満たす定数 kの値を求めよ。

 次の等式が成り立つことを証明せよ。

B２＝ ��
�
��－ cos

２π
�
�
�
�
��－ cos

４π
�
�
�
�
��－ cos

８π
�
�
�

また，B２の値を求めよ。ただし，実数 α，βに対して

cos α cos β＝ �
	｛cos（α＋ β）＋ cos（α－ β）｝

が成り立つことは証明なしに用いてよい。

 π

� ＋
２π
� ＋ ４π

� ＝ πに注意して，C＝ tan π� ＋ tan
２π
� ＋ tan ４π� の値

を求めよ。
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